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電気設備管理者向け
実務オンラインセミナー
電気設備管理者向け
実務オンラインセミナー

電気主任技術者研修第二弾
夏に向けた熱中症対策（WBGT)計測装置を活用した省人化
漏電の一種である地絡の保護について
夏に向けた熱中症対策（WBGT)計測装置を活用した省人化

講習テーマ

開催日時
場所

※セミナーの内容は
両方とも同じです。
ご都合の良い時間に
ご参加ください。

意外と知らない？漏電について 夏に向けて！WBGTセンサの活用

現場を熟知した電気主任技術者が語る
漏電の一種である地絡の保護について

・PAS（高圧負荷開閉器）の方向性と

無方向性について

・意外と多い、DGR継電器の施工ミスについて

・高圧絶縁測定、G方式の詳細について

このような
方に

主任技術者や工事の立会を
行う人などの実務担当者の方

講師：福島電気管理事務所
福島 崚太

WBGTセンサの活用による
熱中症対策業務の省人化事例のご紹介

・熱中症対策の「義務化」と「省人化」の両立

・【施工事例公開】

WBGTセンサの最適配置とシステム構築の勘所

・省人化対策によるコスト削減と安全品質の向上

このような
方に

講師：濱坂電機(株) 制御部 応用技術課
藤坂 勇二

熱中症対策においてWBGT値の
計測に工数をかけている事業者の方

開催のご案内/是非ご参加ください開催のご案内/是非ご参加ください

2026年4月21日（火）10:30-11:30
2026年4月23日（木）14:00-15:00
於 オンライン開催 参加費：無料

2026年4月21日（火）10:30-11:30
2026年4月23日（木）14:00-15:00
於 オンライン開催 参加費：無料



セミナー
概要

電気設備管理者向け 実務オンラインセミナー

開催日時：2026年4月21日（火）10:30-11:30（受付開始 10:20）

2026年4月23日（木）14:00-15:00（受付開始 13:50）

※講座内容はすべて同じです。ご都合の良い日程をお選びください。

開催 ： オンラインウェビナー（Zoom）

参加費 ： 無料にてご案内

講座概要とポイント

第一講座

第二講座

法的義務化に対応する熱中症リスク管理の自動化と導入事例
・熱中症対策の「義務化」と「省人化」の両立

・【施工事例公開】WBGTセンサの最適配置とシステム構築の勘所

・省人化対策によるコスト削減と安全品質の向上

現場を熟知した電気主任技術者が語る

漏電の一種である地絡の保護について
・PAS（高圧負荷開閉器）の方向性と無方向性について

・意外と多い、DGR継電器の施工ミスについて

・高圧絶縁測定、G方式の詳細について

お申込み
方法

右記QRコードよりお申し込みください
・お申込み後、弊社より改めてご案内をさせて頂きます。
・そのご案内をもってご参加登録完了とさせていただきます。
・お申込み後、弊社よりご連絡がない場合は、以下までご連絡ください。
脱炭素提案営業チーム 担当：新井 Mail：carbon-z@hamasaka.co.jp

当日ご紹介するWBGTセンサ活用による省人化事例を先にご紹介！

自動車メーカーで導入済みの熱中症対策に向けた省人化施策

「WBGTセンサを活用した」アラート自動化機器

労働安全衛生の観点から、今や熱中症対策は「努力義務」ではなく「義務」となりま

した。しかし、そのための管理体制が現場の新たな重荷になっているという声をよく

耳にします。

多くの事業所では、いまだに以下のような運用が続いています。

・担当者が巡回し、温度計でアナログ計測

・事務所に戻り、手書きの数値をエクセルへデータ入力・集約

賢い現場は、「センサによる自動計測」にシフトしています

一方で、上手に管理している事業所では、すでにセンサによる24時間の自動計測

へと切り替わっています。特に敷地が広いほど移動や集計の手間は膨大ですが、自

動化なら工数はゼロに。実際に大手自動車メーカーでは20台以上の導入実績があ

り、管理を劇的に効率化しています。

この取組み事例をセミナー当日に提案担当者よりご紹介させていただきます

ゲスト講演

福島電気管理事務所

福島崚太

第三種電気主任技術者

1級電気工事施工管理技士

第一種電気工事士
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